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「リスク社会 Risk Society」（U. ベック, 1986）

計算不可能なリスク（= 不確実性）の時代へ

・人の手が生みだしたリスク（A. ギデンス）

・社会それ自体が実験室に（B. ラトゥール）



法や政治になにができるか？

費用便益分析＝リスク・トレードオフを考える

事前警戒原則（予防原則 precautionary principle）



三つの対応策

・リスク判断の個人化（←「市場」等のシグナル）

・リバタリアン・パターナリズム

・熟議民主主義

いずれにあっても前提は、歪曲のない情報やデータの公開と共有


